
気象・水象情報

◇台風情報
◇台風に関する栃木県気象情報（随時）
◇台風に関する気象庁記者会見
◇大雨注意報・洪水注意報発表
◇大雨警報・洪水警報発表

佐野市洪水タイムライン
（対象河川） 旗川

渡良瀬川河川事務所・栃木県 市民の皆さんがとる行動佐野市

◆洪水予報
氾濫危険情報

◆水防警報（出動）

●渡良瀬川河川事務所長

○施設（水門等）の点検・操作確認
○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○協力機関の体制確認

○リエゾン体制の確認

【警戒体制】

○必要に応じ、助言

《氾濫危険水位への到達を予測》

○緊急速報メール（関東地方整備局）

わが家のマイ・タイムライン

目安
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‐４８ｈ

‐２４ｈ

‐６ｈ

0ｈ

氾濫注意水位到達＜レベル２＞
・足利水位観測所（水位３．３０m）
・白旗橋水位観測所（水位２．２０m）

氾濫発生ま
での時間例 観測所における水位（ｍ）河川の水位

氾濫危険水位到達＜レベル４＞
・足利水位観測所（水位５．４０m）
・高田橋水位観測所（水位４．１０m）
・白旗橋水位観測所（水位３．００m）

流域雨量指数

○水門、樋門の操作
○応援体制の確認・要請

◆洪水予報
氾濫注意情報

流域雨量指数＜危険＞
・旗川流域※単：２８.２

・渡良瀬川流域（日光市足
尾） ※単 ：３４．５
・利根川流域（みなかみ町） 
※単 ：３９．９

◇大雨特別警報発表

‐１２ｈ
水防団待機水位到達＜レベル1＞
・足利水位観測所（水位３．００m）
・白旗橋水位観測所（水位１．８０m）

◆水防警報（待機・準備）

【非常体制】

【非常体制】

◆洪水予報
氾濫発生情報

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○緊急速報メール（関東地方整備局）

氾濫発生＜レベル５＞
堤防天端水位到達･越水等の発生

流域雨量指数＜注意＞
・旗川流域※複：１５.８
・渡良瀬川流域（足利）
※複 ：３６．８

・渡良瀬川流域（日光市足
尾） ※単 ：２５．１
・利根川流域（みなかみ町） 
※単 ： ２９．０

◇暴風警報発表

‐４ｈ

‐２ｈ

●渡良瀬川河川事務所長
●栃木県知事

○栃木県災害対策本部設置

警戒体制【第２次警戒配備】
災害警戒本部 設置
※水防本部 設置

避難を要する危険な場所から
全員避難開始

避難完了

〇情報の収集・伝達
〇関係機関との連携
○関係部局職員の待機
○消防団等への注意喚起
〇広域避難の検討
○休校の判断、体制の確認等
〇関係規則等の確認

●災害対策本部長（佐野市長）
〇情報の収集・伝達
〇関係機関との連携
○消防団へ避難誘導指示
○防災行政無線（サイレン）・エリアメール等による避難の呼びかけ
○Ｌアラート・ＨＰ・ＳＮＳ・登録制メール等による情報発信
○大雨特別警報の住民への周知

災害協定締結事業所

〇情報の収集・伝達
〇関係機関との連携
○要配慮者利用施設へ洪水
 予報の伝達
○被害状況の把握（ドローン

 等の要請）

高齢者等避難
避難を要する危険な場所から
高齢者・要配慮者等は、避難開始

避難を要する危険な場所から
全員避難開始

最終的な危険回避行動

〇情報の収集・伝達
〇関係機関との連携

警戒体制【第１次警戒配備】

●災害対策本部長（佐野市長）
●危機管理課長
〇情報の収集・伝達
○避難指示の発令準備
○防災行政無線（サイレン）・エリアメール等による避難の呼びかけ
○Ｌアラート・ＨＰ・ＳＮＳ・登録制メール等による情報発信
○１時間ごとに河川水位、雨量、降雨短時間予報を確認

○要配慮者利用施設に洪水予報伝達
○排水ポンプ車等、災害対策機械の派遣を検討・要請
○国土交通省リエゾン、県緊急対策要員の受入

〇避難情報の報告（安否確認）

○避難所の運営（自助・共助の推進）
・役割の分担
（例：避難所レイアウトの調整、ごみの集積や清掃、食料・物
資の受入・配布等）

〇自らの判断による親戚・知人宅等への自主避難
〇車中避難の場合は、ガソリンの確保
〇在宅避難の場合は、ライフライン停止時の対応準備
〇避難できるような服装への着替え
〇戸締り、火の元の確認
〇電気ブレーカーを落とすなどの自宅の防災対策

〇連絡体制の確認
〇防災設備（防災行政無線等）の予防・点検
作業

〇避難所開設担当職員への指示・連絡
〇災害警戒本部の開設

○関係部局配置
○消防団へ指示
○１時間ごとに河川水位、雨量、降雨

 短時間予報を確認

〇情報の収集・伝達
〇関係機関との連携
○必要に応じ、助言の要請

○巡視・水防活動状況報告
〇避難所開設

※自分のとる行動の基本として自由に書き込んでください。

R6.6.7作成

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によっ
て、異なります。

※流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象
地点の洪水危険度が高まるかを把握するための指標です。
※単：単独基準
※複：複合基準

（表面雨量指数・流域雨量指数）の組み合わせによる基準値

ホットライン

ホットライン

ホットライン

堤防決壊

●渡良瀬川河川事務所長
●栃木県知事

栃木県知事

○要配慮者利用施設に洪水予報伝達
○避難所開設の準備
○高齢者等避難の発令準備
（夜間・早朝の場合は、状況判断）

〇関係機関との連携

非常体制【第１配備】
災害対策本部 設置

避難を要する危険な場所から
高齢者・要配慮者等は、避難開始

◆洪水予報
氾濫警戒情報

流域雨量指数＜警戒＞
・旗川流域※単：２５.３
・渡良瀬川流域（足利）
※複 ：４０．９

・渡良瀬川流域（日光市足
尾） ※単 ：３１．４
・利根川流域（みなかみ町） 
※単 ： ３６．３

避難判断水位到達＜レベル３＞
・足利水位観測所（水位４．９０m）
・高田橋水位観測所（水位３．９０m）
・白旗橋水位観測所（水位２．３０m） ○高齢者・要配慮者等は、避難開始

○高齢者・要配慮者等以外は、避難準備
○防災行政無線、防災メール等による

 避難情報の受信
〇分散避難（親戚・知人宅等）の受け入れ

 者は、避難の呼びかけ

○要配慮者利用施設へ洪水
 予報の伝達
○避難者支援
〇避難状況の確認

【注意体制】

注意体制【注意配備】

非常体制【第２配備】
災害対策本部 継続

警戒レベル５ 緊急安全確保

●災害対策本部長（佐野市長）
○安否確認
○救命救助活動
○Ｌアラート・ＨＰ・ＳＮＳ・登録制メール等

 による情報発信
○栃木県及び県外防災航空隊出動要請
○県内消防及び緊急援助隊派遣要請
○自衛隊への派遣要請
〇DMAT、総括支援チーム派遣要請
〇災害救助法の申請

○テレビ、ラジオ、インターネット等による気象警報等の確認
〇ハザードマップに基づき、自宅の危険度を確認し、避難が必
要かを判断

〇避難所の選定、避難手段の確認
○避難所・避難ルート（予備）の確認
○非常持出品及び備蓄品を準備、確認し、足りない物の購入
〇家族、親戚等の連絡先の確認
〇家族一人ひとりの役割分担の決定、確認

〇町会との情報共有
〇作成したマイ・タイムラインの確認

〇交通規制情報の確認
○テレビ、インターネット、防災メール等による大雨や河川の

 情報を確認

修正4

警戒レベル３ 高齢者等避難

避難指示

警戒レベル４ 避難指示

家族の命を守るため、避難
行動が直ちに実施できるよ
うに、具体的に記入してく
ださい。

◇記録的短時間大雨情報発表
◇線状降水帯発生情報発表
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